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第 10章 国際貿易システム 

 

Web資料 10-3 日本の豚肉輸入価格 

 

 本書で説明したように，日本では豚肉の輸入に際し，課税価格が分岐点価格を下回る場

合には，基準輸入価格との差額が課税されるため（課税価格が極端に低い場合を除く），課

税後の価格は等しくなる。このような差額関税は，日本では豚肉だけに適用されている。 

 図 10－W3 は，日本の豚肉（部分肉・骨なし）の関税制度を図示したものである。輸入

価格が分岐点価格を超えれば従価税，超えなければ差額関税が課される。2014年 5月現在

の分岐点価格は 1kg当たり 524円である。差額関税は，分岐点価格に従価税 4.3%を上乗せ

した基準輸入価格（1kg当たり 546.53円）と輸入価格の差だけ課される。 
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なお，課税価格が 1kg 当たり 64.53 円を下回ると，輸入関税は従量税（1kg 当たり 482

円）となる。課税価格が極端に低い場合に差額関税を適用しないのは，豚肉の関税制度が

WTO協定の「農業に関する協定」で禁止されている，通常の関税ではない国境措置である

可変輸入課徴金及び最低輸入価格制とみなされないようにするためと推察される。 

表 10－W2は，日本の豚肉（部分肉・骨なし）輸入価格を，輸入相手国・品目別に，2009

年から 2011年の 3年間についてまとめたものである。この時期，骨を除いた豚肉の分岐点

価格は 1kg 当たり 524 円で一定であった。課税価格がこの分岐点価格を下回るか上回るか

で課税方法が変わるので，関税率表番号も異なり，以下のようなデータを得ることができ

る。輸入相手国は，ここでは輸入数量の多いアメリカとカナダ，そして本書で紹介したメ

キシコの 3国を取り上げた。この他には，日本はデンマークからの輸入も多い。 

 この表から，豚肉輸入業者は通関時にこの分岐点価格に非常に近い価格を申告している

ことがわかる。どの輸入相手国についても，どの年においても，課税価格が分岐点価格（1kg

当たり 524 円）以下の項目では，524 円をわずかに下回る価格であり，課税価格が分岐点

価格を超える項目では，524円をわずかに超える価格である。不自然さは否めない。 

 

数量 価格（1kg 数量 価格（1kg 数量 価格（1kg

（トン） 当たり円） （トン） 当たり円） （トン） 当たり円）

524円以下 44,692 506.7 45,023 515.5 48,948 518.0

524円超 124,866 525.2 121,724 524.7 133,353 524.7

524円以下 50,947 518.8 23,476 509.6 26,213 515.1

524円超 67,744 525.7 107,643 525.0 114,934 524.5

524円以下 9,405 523.8 8,559 523.5 12,123 523.2

524円超 43,453 525.5 45,847 525.0 50,161 525.4

524円以下 8,631 517.6 5,342 518.9 6,677 522.5

524円超 110,585 524.5 118,311 524.7 104,587 524.5

524円以下 642 520.6 1,217 518.3 1,385 517.1

524円超 9,984 527.8 8,170 525.8 7,802 526.6

524円以下 3,466 517.2 4,017 520.0 6,202 521.7

524円超 28,768 528.2 26,620 528.6 24,952 529.2

（注）　関税率表番号（HS9桁分類）は，生鮮・冷蔵・分岐点価格以下が020319021，

生鮮・冷蔵・分岐点価格超が020319022，冷凍・分岐点価格以下が020329021，

冷凍・分岐点価格超が020329022である。

「524円以下」には，課税価格が64.53円以下で，差額関税が適用されない輸入豚肉は含まれない。

（出所）　税関ホームページから作成。

表10－W2　豚肉（骨なし）の相手国・品目別輸入価格
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2012 年 4 月，財務省関税局は，「豚肉の輸入申告に係る審査・検査の充実等について」

という通達を出した。その中で，「豚肉の輸入については，いわゆる差額関税制度の下，輸

入品の価格を高く偽ること等により関税等を不正に免れる事案が後を絶たないことに加え，

輸入申告に際し，異なる部位について分岐点価格に近い同一の単価を記載しているものが

ある等不自然な状況が見受けられる。」と指摘している。 


